












　2019年7月28日（日）、子供たちによるお店の模型作り
のワークショップを開催致しました。本セミナーは、大阪
市立住まい情報センターとのタイアップイベントで、また
SODAの一環活動でもあり、毎年好評をいただいていま
す。このワークショップの特徴は、大きく２つあります。１
つは、お店の模型創りを通じて「空間」をデザインする体
験。もう１つは、模型作りに模型用材料ではなく、本物の
建築資材を使うことです。
　学校の図画工作の授業とは違い、自分の興味のある
お店の模型「作り」を通じて空間「創り」＝デザイン行為
をして頂くことは、参加くださった子供たちはもとより同
伴の父兄の方々にも、初めてに近い体験であったのでは
ないでしょうか。特筆すべきは、フェイクなマテリアルが
溢れている実生活の中で、本物の素材に触れ、見る、聞
く、切ったり貼ったりする実体験です。創作デザインへの
興味の扉を開く、街の作りに興味を持つ、そして何よりも
思考を多角的に広げ心を豊かにする経験の一助になるも
のであると考えています。素材につきましては、賛助会員
様を中心とした企業様に、セミナーの趣旨をご理解頂き、
御提供頂きました。
　セミナーは、以下の様に進行致しました。
開会の挨拶

　中村支部長の開会の挨拶から始まり、天六商店街振
興組合理事長戸和様より、天神橋筋商店街や天六界隈
の歴史についてお話がありました。
インテリアデザイナーってどんな仕事？

　中村支部長より、スライドによる図面やパース、竣工写
真を交えながら、インテリアデザイナーの仕事の説明と、
お店作りに大切なポイントについて、わかりやすい説明が
ありました。
天神橋筋商店街を見学

　７つの班に分かれて、商店街にある実際のお店を見学
に行きました。同行するJCDスタッフからそれぞれのお店
について解説します。これらを参考に、子供達にこの後作
る模型アイディアを考えてもらいます。

模型製作

　床・壁のベースに、紙や本物の建築資材を使用して、
親子で協力しあいながら、一つのお店を作って頂きまし
た。JCDスタッフもお手伝いをさせて頂き、短い時間でし
たが、ほとんどの子供たちが作品を完成させました。
お店の発表と講評

　完成したお店ついて、自分の考えや工夫した点、自慢し
たいところなど、子供自身に発表してもらい、中村支部長
がそれぞれを講評しました。
商店街の完成

出来上がったお店を一列に並べて商店街をつくり、アイ
レベルのウォークスルー動画を撮影し、最後に上映会を
行い、終了しました。
　今年は、これまでと内容を変更しまして、クイズのカッ
トや事例説明を簡素化し、模型製作の時間を少しでも多
くなる様実施しました。それが功を奏したのか、区画から
飛び出た大きなものや、ネーミングにまでこだわったも
の、寺院まで現れ、子供たちの自由な発想力や想像力が
存分に表現された作品が多く見られました。
　参加数は48名（内、子供22名）で、アンケート結果より
「十人十色のアイディアと創意工夫があり、モノづくりに
は、かたまらない自由な発想力が必
要だと確認できました。」などのご
意見を頂き、100％の方から「とても
参考になった」「参考になった」と
の回答を頂いたとのことです。（住
まい情報センターHPより）












